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はじめに 

 

このたび、堺市の今後 5 年間の生涯学習施策の基本的な方向性を示す「堺市生涯学習基本方

針」を策定しました。本市では、平成 10（1998）年に「堺市生涯学習推進プラン」を策定し

て以来、これまで生涯学習施策の総合的かつ効果的な推進・支援を図ってまいりました。 

 

我が国の社会を取り巻く状況は、「人生 100 年時代」、「超スマート社会（Society5.0）」など

の到来により大きく変化し、国際社会の普遍的な目標である SDGs の達成に柔軟かつ的確に対

応することが求められています。また、令和元（2019）年に発生し、その後世界的に猛威を振

るった新型コロナウイルス感染症は、これまでの日常の暮らしや働き方を一変させました。と

りわけ、オンラインの活用が加速度的に進むなど、生涯学習のあり方にも影響を与えています。 

 

国の教育行政においては、平成 30（2018）年に「第 3 期教育振興基本計画」が示されるな

ど、生涯学び活躍できる環境を整えることも含め、新しい時代に対応した教育の推進が求めら

れています。また、令和 2（2020）年の「第 10 期中央教育審議会生涯学習分科会（議論の整

理）」では、生涯学習を通じて誰一人取り残すことのない社会の実現をめざすことが示されてい

ます。 

 

本市では、令和 3（2021）年 3 月に「堺市基本計画 2025」を策定し、すべての人が生涯を

通じて自らの人生を設計し、学び続け、学んだ成果を生かして活躍できるよう、学習環境の整

備に取り組むこととしています。また、令和 3 年（2021）2 月策定の「堺市 SDGs 未来都市計

画」では、SDGs のゴール 4 の目標に対して、生涯にわたって質の高い学びの機会が保障され

ていることの実現を図ることとしています。さらに、教育分野においても、令和 3（2021）年

2 月策定の「第 3 期未来をつくる堺教育プラン」において、市民の生涯にわたる学習活動を支

援し、地域コミュニティの活性化をめざすこととしています。 

 

生涯学習の意義は、自己実現を図り、またその成果を周囲に広げ、地域や社会に生かすこと

にあります。学びを通じて豊かな人生をデザインして自分らしく幸せに暮らし、皆で学び合い、

支え合いにつなげていくことで、都市の未来がより素晴らしいものになると考えます。 

また、生涯学習は社会を大きく変える可能性を持っています。よりよく生きるために必要な学

びとしての生涯学習が進み、それが広く浸透することによって様々な社会的課題の改善や解決

につながっていくものと考えています。そうした意味で生涯学習の果たすべき役割はますます

大きくなっています。 

 

本市の生涯学習が、市民の皆様にとって学びの入り口になり、次のステップにつなげていく

ことができるよう取り組んでいきます。生涯現役の時代にあって、子どもからシニアまですべ

ての人が、元気に学び、活躍し続けられる都市、安心して幸せに暮らすことのできる未来をめ

ざして、生涯学習を推進していきます。 
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第 1 章 「堺市生涯学習基本方針」について                

 

1 策定の目的                            

 

「堺市生涯学習基本方針」は、教育基本法第3条に掲げられている生涯学習の理念に 

基づき、堺市の生涯学習推進の基本的な考え方と方向性を示し、生涯学習支援施策を 

総合的・体系的に進めていくことを目的に策定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 対象期間                              

 

令和 4（2022）年度から令和 8（2026）年度の 5 年間とし、今後の社会情勢の変化等 

を見極めながら、必要に応じて見直しを行います。 

10 年後を見据え、今後 5 年間に取り組むべき施策の方向性を示します。 

 

 

 

 

 

教育基本法第 3条（生涯学習の理念） 

国民一人一人が、自己の人格を磨き、豊かな人生を送ることができるよう、その生涯にわたって、 

あらゆる機会に、あらゆる場所において学習することができ、その成果を適切に生かすことのできる 

社会の実現が図られなければならない。 

堺市では、生涯学習を推進・支援していくための計画を、平成10（1998）年度か 

ら4期にわたり策定してきました。 

今回、「堺市生涯学習支援計画」の計画期間が満了することから、市民のみなさま

に、今後の生涯学習施策の方針を簡潔にわかりやすくお伝えするため、めざすべき 

将来像や取組の方向性を「基本方針（未来図・目標像）」として策定します。 

 

＜これまでの策定経過＞ 

◆平成10（1998）年3月 「堺市生涯学習推進プラン」策定 

◆平成18（2006）年3月 「堺市新生涯学習推進プラン」策定 

◆平成23（2011）年3月 「堺市第3期生涯学習推進プラン」策定 

◆平成28（2016）年2月  「堺市生涯学習支援計画」策定 

生涯学習基本方針の策定について 
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３ 基本方針の位置付け                        

 

「堺市生涯学習基本方針」は、「堺市基本計画 2025」、「堺市 SDGs 未来都市計画

（2021～2023）」を上位計画として「第 3 期未来をつくる堺教育プラン」等関連計画 

との整合性を図りながら、国の「第 3 期教育振興基本計画」及び「第 10 期中央教育審 

議会生涯学習分科会」の方針を踏まえて策定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇生涯学習行政について 

生涯学習行政は大変幅広い分野と関わっており、また市民の多様な学習ニーズに対応する 

ためにも、大学・企業・NPO 法人・民間教育事業者などと連携していくことで、よりよい

施策展開ができるものと考えます。本基本方針に基づいた施策や事業の実施にあたっては、

行政のみならず民間の活用や、多様な主体との連携を取りながら進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第3期 

教育振興 

基本計画 

第 10期 

中央教育審議会 

生涯学習分科会 

国 

【上位計画】 
 ◆堺市基本計画 2025 ◆堺市 SDGs 未来都市計画（2021～2023） 

堺
市
生
涯
学
習
基
本
方
針 

【関連計画】 
◆第 3期未来をつくる堺教育プラン 
◆第 3期堺市人権施策推進計画 
◆第 5期さかい男女共同参画プラン 
◆第 3期堺市消費者基本計画 
◆第 2期堺文化芸術推進計画 
◆堺市国際化方針 
◆堺市スポーツ推進プラン 
◆健康さかい 21（第 2次） 
◆堺あったかぬくもりプラン 4 
◆堺市子ども・子育て総合プラン 
◆堺環境戦略 
◆各区基本計画  
◆SENBOKU New Design 等 

【生涯学習行政のイメージ図】 

企 業 

 

 

 

  

 

環 境 

 

大 学 

生涯学習行政 

連
携 

協
働 

連携 

  

 

教育行政 

「第 6 期中央教育審議会生涯学習分科会における議論の整理」今後の社会教育行政のイメージ図より加工して作成 

民間教育 

事業者 
NPO 法人 

家庭教育支援 学校教育 

社会教育 

スポーツ 

健康・福祉 
人権・男女

共同参画 

子ども・ 
青少年 

歴史文化・ 
国際理解 
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第 2 章  生涯学習の考え方                        

 

1 生涯学習とは                           

 

〇「生涯学習」とは、ライフステージに応じて必要な学びを、自分に適した手段や方法を 

選びながら行う学習のことで、人生を豊かで充実したものにします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇生涯学習は自己実現のための学びだけではなく、学びをきっかけに様々な人との交流が 

生まれ、さらに学習成果をボランティアや地域活動に生かすことができます。 

〇生涯学習が広がることによって地域社会が活性化し、さらに学習が浸透することにより、 

様々な社会的課題の改善・解決につながることが期待できます。 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まなぶ つながる 

いかす ひろがる 学習成果の活用 
（ボランティアや地域活動など） 

地域社会の活性化 

いつでも・どこでも・だれでも 

いつまでも 

世代を超えて学び支え合う 

「生涯学習」 

同じ目的や悩みを持つ人との 
交流 

個人の学び 
（生活や教養、仕事関係など） 

【生涯学習の例】 

学校・家庭で行われる学習 

 

個人が行う学習 
図書館、博物館等の施設を利用した学習 

新聞・テレビ・書籍・インターネットを活用した学習 

社会で行われる学習 
講座・団体活動・企業等の教育訓練 

民間教育事業者の講座など 

諸活動で行われる学習 
文化・スポーツ・趣味・レクリエーション・ 

ボランティア活動等の中で行われる学習 

 

 社会的課題の改善・解決 
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2 SDGs（持続可能な開発目標）と生涯学習               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SDGs
エスディージーズ

とは、Sustainable（持続可能な）Development（開発）Goals（目標）の略で、

平成 27（2015）年に国連で採択された 2030 年に向けて世界を変えるために掲げられた、

17 の目標と 169 のターゲットです。 

現在、大規模な自然災害をはじめ、感染症、貧困や差別、紛争などの深刻な問題が世界 

中で課題となっています。 

SDGs はこのような課題に対して、「『誰一人取り残さない』持続可能な未来にするた 

めに、個人や企業、また自治体など、国を超えて目標を立てて行動しましょう」というも 

のです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

〇堺市は、平成 30（2018）年 6 月に大阪府内の自治体で初めて SDGs 未来都市に選定さ

れました。令和 3（2021）年 2 月には、計画全体をゼロベースで見直して新たに「堺市

SDGs 未来都市計画（2021～2023）」を策定し、堺市全体で SDGs の目標に向けた取組

を進めています。 

堺市生涯学習基本方針では、主体的な学びがすべての SDGs の目標達成につながるとの視

点を持ち、今後の生涯学習施策を展開します。 

 

  

 

生涯学習は、目標 4「質の高い教育をみんなに」に、掲げられており 

「すべての人に包摂的かつ公正な質の高い教育を確保し、生涯学習の 

機会を促進する」ことをめざしています。 

課題に気づき、意識や行動を変えるための「生涯学習」は、すべての 

SDGs 目標達成の基礎でもあると言われています。 

文部科学省ホームページより 
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第 3 章 生涯学習の現状と課題                
 
1 社会的背景と学習環境の変化                            

 

〇人生 100 年時代に向けた社会の転換 

令和 2（2020）年に厚生労働省が発表した平均寿命は、男性が 81.64 歳、女性が 87. 

74 歳で、男女ともに過去最高を更新し、「人生 100 年時代」が目前に到来しています。 

これまでの「教育－仕事－引退」という３ステージの単線型の人生ではなく、より多様 

で豊かな生き方・暮らし方（マルチステージ）の生き方が志向されるようになっています。 

 

〇情報化の急速な進展、ICT の進化 

IoT やビッグデータ、人工知能（AI）の進展等の急速な技術革新に伴う超スマート社会

（Society5.0）の到来によって、生活や働き方が大きく変化しつつあります。 

また、オンラインによる学習や動画配信、ウェブ会議システムなどの技術の活用により、 

新しい学びの可能性が広がっています。働いている人や子育て・介護をしている人など 

にも時間的・空間的な制約を超えた学びが可能になっています。 

 

〇新型コロナウイルス感染症をきっかけとした学習環境の変化 

令和 2（2020）年、新型コロナウイルス感染症が世界的に流行し、堺市でも多くのイベ 

ントや講座が中止となりました。対面での交流は希薄になった一方で、タブレットやパ 

ソコンなどを利用したオンラインでの学習が急拡大しました。 

また、タブレットやパソコン、スマートフォンなどのデジタル機器を利用できる人とで 

きない人との情報格差（デジタル・ディバイド）が生まれるなど、新たな課題が生じて

います。 

 

〇人口減少・超高齢社会の到来 

近年、人口減少・高齢化が急速な勢いで進んでいます。堺市でも2020年に約82万人の 

人口が2030年には約77.5万人と4.5万人減少し、65歳以上の高齢者人口の比率が3割近

くに達すると見込まれています。健康寿命の延伸に向け、高齢者の健康増進、介護予防

につながる取組や社会参加の促進などを通じて、生きがいを持って暮らせる環境の形成

が重要です。 

 

 〇公共施設の老朽化と維持管理 

  全国的に道路や水道等のインフラ設備や公共施設の老朽化に伴う維持管理・更新費用の 

増大が課題となっています。堺市では、平成 28（2016）年 8 月に「堺市公共施設等総

合管理計画」を策定しており、生涯学習施設等の公共施設に関しても、老朽化への対策

や更新のあり方、財政負担の軽減・平準化等が必要とされています。 
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2 国の動き                             

 

（1）第 3 期教育振興基本計画 

 

平成 30（2018）年 6 月 15 日「第 3 期教育振興基本計画」が閣議決定され、今後 5 年間

の教育施策に関する方針が示されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本的な方針３には「生涯学び、活躍できる環境を整える」があげられ、この方針に関

して４つの政策目標が示されています。 

 

〇「生涯学び、活躍できる環境を整える」政策目標 

① 人生 100 年時代を見据えた生涯学習の推進 

  人生 100 年時代を見据え、すべての人が生涯を通じて自らの人生を設計し活躍する 

ことができるよう、必要な知識・技能の習得、知的・人的ネットワークの構築や、 

健康の保持・増進に資する生涯学習を推進し、学びと活動の循環を形成する。 

 

② 人々の暮らしの向上と社会の持続的発展のための学びの推進 

  人口減少・高齢化などの環境変化に対応し、人々が孤立することなく生きがいをもっ

て社会に参加し、地域社会の活力の維持・向上を図るため、人々の暮らしの向上と社

会の持続的発展に向けた学びを推進する。 

 

③ 職業に必要な知識やスキルを、生涯を通じて身に付けるための 

社会人の学び直しの推進 

  刻々と変化する社会に対応し、職業に関して必要な知識やスキルを身に付けて、学び

と労働の循環につなげることができるよう、社会人が大学等で学べる環境の整備を推

進する。 

 

④ 障害者の生涯学習の推進 

    障害者が学校卒業後も含めたその一生を通じて自らの可能性を追求しつつ、地域の一

員として豊かな人生を送ることができるよう、生涯を通じた教育やスポーツ、文化等

の様々な学習機会の整備に関する関係施策を横断的かつ総合的に推進する。 

 

 

〇基本的な方針 

1．夢と志を持ち、可能性に挑戦するために必要となる力を育成する 

2．社会の持続的な発展を牽引するための多様な力を育成する 

3．生涯学び、活躍できる環境を整える 

4．誰もが社会の担い手となるための学びのセーフティネットを構築する 

5．教育政策推進のための基盤を整備する 
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（2）第 10 期中央教育審議会生涯学習分科会 

 

令和 2（2020）年 9 月「第 10 期中央教育審議会生涯学習分科会」において、新しい時代

の生涯学習・社会教育についての推進方策が示されました。 

 

 

 

 

1 生涯学習・社会教育をめぐる現状・課題 

① 社会的包摂の実現 

・個々の市民が排除や差別されることなく、地域の多様な人たちが相互に理解し合い、

共生できる包摂的な社会をめざすことが重要である。 

・様々な理由で困難を抱える人たちに対し、知識や技能を習得する機会を充実するな 

ど、学習機会の拡充が必要である。 

 

② 人生 100 年時代と生涯学習・社会教育 

・マルチステージの人生においては、必要な時に必要な学びを通じ成長し、心身の健康

を保持しながら活動できることが求められる。 

また、職場や職種等の転換を経験する機会も増える可能性が高まるため、必要な資質・

能力等を更新できる学びの場が重要であり、大学、専門学校等でのリカレント教育の 

機会の充実が期待される。 

 

③ Society5.0 に向けたこれからの生涯学習・社会教育 

・時間的・空間的な制約を超えた学びなど、新しい技術を活用した様々な学びの在り方 

が可能になる。 

・ICT 機器を利用できる者とできない者の格差（デジタル・ディバイド）の解消は、住 

民の安全や命を守ることにもつながる。 

 

④ 地域活性化の推進 

・地域における豊かな学びを推進するためには、大学・NPO 法人などをはじめとする 

多様な主体が連携・協働し、また多様な世代の住民同士が共に学び合い、学びを活動

につなげる機会を充実することが求められる。 

 

⑤ 子ども・若者の地域・社会への主体的な参画と多世代交流の推進 

・子ども・若者が地域の課題解決に主体的に関わることは、主権者意識の涵養にも資す 

るものであり、よりよい社会を創っていく資質・能力を育む上で重要である。 

・コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）と地域学校協働活動を一体的に推進 

するなど、地域と学校が緊密に連携・協働できる体制の構築が、子ども・若者の地域・ 

社会への参画に向けた取組を充実したものとすることができる。 

 

多様な主体の協働と ICT の活用で、つながる生涯学習・社会教育 

～命を守り、誰一人として取り残さない社会の実現へ～ 
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2 新しい時代の生涯学習・社会教育の広がりと充実に向けて 

① 新しい時代の学びのあり方 

・多様で豊かな生き方・暮らし方のマルチステージの人生においては、個々人のライフ 

スタイルに応じて仕事や家庭、社会貢献など様々な活動を組み合わせていくことで多 

様なキャリアが実現される。こうした活動を円滑にし、人生をより豊かにするうえで 

学びが重要な役割を果たす。 

 

・学びの成果を発展させて、更に豊かにしていくためには、学びを一過性のものにせず、 

その成果を自らの日常生活や仕事に生かしたり、地域の課題解決のための活動につな 

げ、その中で更に学びを深めることにより、「学びと活動の循環」が生み出される。 

 

・新型コロナウイルス感染症への対応を契機に、オンラインによる学習や WEB 会議に 

よるコミュニケーションの場など、新しい技術を活用した多様な主体との連携・協働 

による学びがより一層進展している。一方、人々が集まったり接したりして行う学び 

は人と人とのより直接的なふれあいや交流等の面で引き続き重要である。 

これからの学びは、「オンラインによる取組」と「対面による取組」の両者の組合せ 

によってさらに豊かなものになる。 

 

・新しい技術の活用について、特に高齢者などの世代や、地域等によってデジタル・ディ 

バイドが生じないよう、地方公共団体や社会教育施設、企業、民間団体等が連携して 

Society5.0 に対応する情報活用能力を習得できるよう学習機会を充実することが必要 

である。 

 

② 「命を守る」生涯学習・社会教育 

・新型コロナウイルス感染症への対応や、今後想定される新たなパンデミック、自然災 

害への対応などが喫緊の課題となっている。 

こうした課題に対し、若者、高齢者、外国人の方も含め、すべての人々が防災等につ 

いて必要な知識を得たり、課題解決に向けて共に学び合ったりする機会の充実は、住 

民のみならずすべての人々の「命を守る」ことに直結する。 

 

③ 学びを通じた地域の活性化 

・すべての地域で豊かな学びの活動が行われるよう、学びを通じた地域の活性化を進め 

ていくべきである。そのためには、地域の課題やニーズを踏まえ、様々な人や組織と 

協働しながら学びの活動をコーディネートするうえで中心となる人材の存在が必要で 

ある。 

 

・学びの活動に様々な人が参加し、活動の輪を広げていくことで、個々の主体的な学び 

につながり、地域や社会の課題解決・活性化にもつながる。 
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3 堺市での生涯学習                           

 

〇生涯学習課の事業 

（1）堺市生涯学習まちづくり出前講座（どこでもセミナー） 

地域での学習会などへ、市職員が出向いて講義や説明を行っています。 

講座内容は市の政策をはじめ防災・防犯などの安全や、環境やくらしに関すること 

等 90 以上の講座があります。受講者から「学んだ内容を家族や友人にも伝えます」 

との声をいただくこともあり、学びの広がりが見られます。 

 

（2）生涯学習サポーター養成講座・生涯学習市民講座 

地域や職場、サークルなどで、生涯学習活動を推進するリーダーとなる人材を養成す 

る「生涯学習サポーター養成講座」を年 1 回（7 回連続講座）開催しています。 

講座修了者を中心に組織されたボランティア団体「堺市生涯学習交流サロン」は、毎 

月いろいろなテーマで「生涯学習市民講座」を企画・開催し、学んだ成果を生かした 

活動を行っています。 

 

（3）学習情報の提供 

市の主催講座や施設情報、大学の公開講座等の情報をホームページで公開しています。

また、市内で活動する団体・サークルや指導者の登録制度を設け、学びたい市民への 

紹介を行っています。 

その他、生涯学習ボランティア団体との協働による学習情報誌「ほっと」の発行や市

民ボランティアによる学習相談、学習グループ等の交流・情報交換のスペースを設置

しています。 

 

（4）公民館の運営 

市立公民館 6 館を設置し、書道や絵画など文化的な活動、各種体操、手話やパソコン、

外国人のための日本語教室など、市民の主体的な学習活動の場として、幅広く利用さ 

れています。 

 

 

〇市全体での取組 

市内には、図書館や博物館などの社会教育施設をはじめ、文化施設、体育館などのスポー

ツ施設、子育て支援施設や老人福祉施設など生涯学習に関する多くの施設があります。 

また、施設以外でも多くの部署で様々な講座や学習プログラムを行っており、市民の多様

な活動や学びを支援しています。 

その他にも、大学との地域連携事業や企業と連携した講演会などを開催しています。 
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4 市民意識調査結果から見た現状                   

 

（1）生涯学習に関する市民意識調査の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
（2）調査結果【一部抜粋】 

①の「生涯学習への関わり」については、前回調査との比較結果を掲載。 

今回調査（令和 2 年度実施）結果を「2 年度」、前回調査（平成 28 年度実施）結果を 

「28 年度」で表記しています。 

 

① 生涯学習への関わり 

【1】この 1 年くらいの間に生涯学習を行ったことがありますか。（〇は 1 つ） 

 

 

 

 

 

 
〇この 1 年くらいの間に生涯学習を「行ったことがある」が、約 4 割となっています。 

  前回調査時の 35.6％と比べて微増しています。 

① 調査の目的 

◇堺市民の生涯学習活動に関する実態及びニーズを調査し、平成 28（2016）年度

策定「堺市生涯学習支援計画」期間中の市民意識の経年変化を掌握し、本市生涯

学習施策を効果的に進める上での基礎資料を得るため。 

  ◇新型コロナウイルス感染拡大による学習環境への影響や、インターネットを活用

した学習実態や意識について調査するため。 

② 調査の方法 

◇調査範囲:堺市内全域           

◇調査対象:満 18 歳以上の市民   

◇調査規模:3,000 人              

◇抽出方法:区別の人口比により無作為で抽出  

◇調査方法:郵送による無記名方式  

◇質問数：全 25 問 

③ 調査期間 

令和 3（2021）年 1 月 8 日～1 月 25 日 

④ 配布・回収結果 

◇配布数:3,000 票    

◇有効回収数:1,282 票    

◇有効回収率:42.7％ 

⑤ 前回調査 

平成 28（2016）年 6 月実施 

（配布数 3,000 票、有効回収数 1,256 票、有効回収率 41.9％） 

2年度
28年度
2年度

28年度
2年度

28年度
2年度 1,282

28年度 1,256

1 行ったことがある　／　行っている

2 行っていない

無回答

全体

39.9 

59.7 

0.4 

35.6 

63.8 

0.6 

0 10 20 30 40 50 60 70
（%）
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※その他：ジョギング・ウォーキング、認知症講座・脳トレ教室、外国人とのコミュニケーション、趣味活動、 

食生活の見直し、人権研修、運転免許取得 など 
 

〇生涯学習の内容（複数回答）では、「仕事上の知識・技術・資格の取得に関すること」と 
いったリカレント教育関連の割合が、前回調査時より 10％近く増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※その他：（具体の記述なし） 

 
〇生涯学習で身につけた知識や技能等を活かす場面（複数回答）では、「健康づくり」「趣味」

「生活の潤いや生きがいづくり」がそれぞれ 40％前後となっている一方で、「地域での活動」
「ボランティア活動」は、いずれも 15％以下と低くなっています。 

〇「仕事や就職で活かしている」の割合が、前回調査時より 8.9％増加しています。 

【2】この 1 年くらいの間に生涯学習を行ったことがある方のうち 

どのような生涯学習を行いましたか。（〇はいくつでも） 

【3】この 1 年くらいの間に生涯学習を行ったことがある方のうち 
生涯学習で身につけた知識や技能や経験は、どのような場面で活かしていますか。 

（〇はいくつでも） 

2年度
28年度
2年度

28年度
2年度

28年度
2年度

28年度
2年度

28年度
2年度

28年度
2年度

28年度
2年度

28年度
2年度

28年度
2年度 512

28年度 447

6 子育て・教育に関すること

7
社会的課題に関すること（高齢社会・環

境・人権・まちづくりなど）

8 その他

無回答

該当者（生涯学習活動を

行った方）

1
スポーツ・レクリエーション・健康づくりに関

すること

2 文化・芸術・教養・趣味に関すること

3
仕事上の知識・技術・資格の取得に関す

ること

4
地域活動・ボランティア・NPO活動に関す

ること

5 パソコン・インターネットなどに関すること

44.7 

43.9 

32.2 

26.2 

16.4 

12.7 

10.4 

3.3 

2.0 

45.0 

48.5 

22.8 

23.0 

13.9 

8.9 

12.5 

1.6 

1.3 

0 10 20 30 40 50
（%）

2年度
28年度
2年度

28年度
2年度

28年度
2年度

28年度
2年度

28年度
2年度

28年度
2年度

28年度
2年度

28年度
2年度

28年度
2年度

28年度
2年度

28年度
2年度

28年度
2年度

28年度
2年度 512

28年度 447

1 健康づくりに活かしている

2 趣味の活動に活かしている

3
生活の潤いや生きがいづくりに活かしてい

る

9
学習やスポーツ、文化活動などの指導に

活かしている

10 学業や学校生活で活かしている

11 その他

12 特に活かしていない

4 仕事や就職で活かしている

5 仲間づくりや友達づくりに活かしている

6 地域での活動に活かしている

7 ボランティア活動に活かしている

8 資格の取得に活かしている

無回答

該当者（生涯学習活動を

行った方）

44.1 

38.3 

37.7 

32.8 

31.3 

13.5 

12.1 

9.6 

7.4 

4.3 

0.2 

3.5 

2.7 

43.0 

36.9 

37.8 

23.9 

37.6 

13.9 

15.4 

10.1 

6.5 

2.5 

0.9 

2.2 

2.9 

0 10 20 30 40 50 60 70
（%）
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※その他：新型コロナウイルスのため、病気・体調のため、生涯学習を知らなかった、仕事をしている、高齢のため、 

関心はある、他に楽しみがある など 
 

〇生涯学習を行っていない理由（複数回答）について、「必要な情報（内容・費用・場所等）が
不足している」が 24.6％であり、前回調査時より 4.4％増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※その他：家の近くで、体操など体力づくり、友達と一緒に、電子辞書 など 

 

〇今後行いたい生涯学習の方法（複数回答）について、前回調査と比べ「インターネット・携
帯電話・スマートフォン」が 24.2％、「本・雑誌・新聞」が 8.1％多くなっており、「民間
のカルチャースクール・スポーツクラブなど」が 7.3％少なくなっています。 

【4】この 1 年くらいの間に生涯学習を行っていない方のうち 
生涯学習を行っていない理由は何ですか。（〇は 3 つまで） 

【5】今後、どのような方法で生涯学習を行いたいですか。（〇は 3 つまで） 

2年度
28年度
2年度

28年度
2年度

28年度
2年度

28年度
2年度

28年度
2年度

28年度
2年度

28年度
2年度

28年度
2年度

28年度
2年度

28年度
2年度

28年度
2年度

28年度
2年度

28年度
2年度

28年度
2年度

28年度
2年度 765

28年度 801

1 時間に余裕がない

2 何をしてよいかわからない

3 金銭的な余裕がない

4
必要な情報（内容、費用、場所等）が

不足している

5 身近に活動の場がない

6 人間関係がわずらわしい

7
世話を必要とする家族（小さい子や高

齢者など)がいる

8 必要性を感じない

9 身体への負担が大きい

10 一緒に学習する仲間がいない

11 身近に指導者がいない

12
家族や職場などの周囲の理解が得られな

い

無回答

該当者（生涯学習活動を

行っていない方）

13 その他

14 特に理由はない

43.5 

27.3 

26.4 

24.6 

16.3 

12.2 

11.5 

11.2 

9.8 

8.6 

2.9 

0.8 

8.8 

6.1 

1.8 

48.8 

28.5 

30.5 

20.2 

14.4 

10.4 

15.7 

10.7 

10.9 

10.9 

5.0 

1.4 

2.5 

5.2 

3.2 

0 10 20 30 40 50
（%）

2年度

28年度

2年度

28年度

2年度

28年度

2年度

28年度

2年度

28年度

2年度

28年度

2年度

28年度

2年度

28年度

2年度

28年度

2年度

28年度

2年度

28年度

2年度 1,282

28年度 1,256

1 インターネット・携帯電話・スマートフォン

2 本・雑誌・新聞

3 市や府の講座や講習会

4
民間のカルチャースクール・スポーツクラブ

など

10 特にない

5 テレビ・ラジオ

6
自主的に集まって学習しているグループ･サー

クルなど／仲間としているカルチャークラブﾞ･ス

ポーツクラブなど

7 大学・専門学校の公開講座

8 通信教育・放送大学

9 その他

無回答

全体

42.3 

32.9 

29.9 

22.0 

18.2 

18.2 

10.5 

5.0 

1.2 

10.8 

4.6 

18.1 

24.8 

35.0 

29.3 

13.4 

19.8 

11.8 

6.8 

0.9 

14.8 

5.2 

0 10 20 30 40 50
（%）
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② 新型コロナウイルス感染拡大による生涯学習の変化 
【1】新型コロナウイルス感染症の拡大前に比べて、学習等に関する意識に変化は 

ありましたか。（〇は１つ） 

 

 

 

 

 
 

 

〇学習等に関する意識に変化について、変化があった人が 4 割を超えており、なかった人が約
3 割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※その他：家でできることを増やす、活動ができずストレス、オンラインではなく対面で学びたい、自宅での勉強は 
強い意志が必要と痛感、インターネットができない など 

 
〇意識の変化の内容（複数回答）では、「人とのつながりが大切だと感じるようになった」が最

も多く、次いで「大人数で学ぶことに不安を感じるようになった」、「インターネットを利用し
て情報を収集したり、様々な手続きを行いたいと思うようになった」となっています。 

 

【3】今後、オンライン学習をしたいと思いますか。（〇は 1 つ） 

 

 

 

 

 

 

〇オンライン学習を「したい」が約 4 割、「したくない」が約 3 割、「したいができない」が
約 2 割となっています。 

 
 
 
 

【2】感染症拡大前に比べて学習等に関する意識の変化があった方のうち 
どのような意識の変化がありましたか。（〇は３つまで） 

回答数

1 したい 525

2 したいができない 224

3 したくない 404

無回答 129

全体 1,282

41.0 

17.5 

31.5 

10.1 

0 10 20 30 40 50
（%）

回答数

1 はい 569

2 いいえ 411

3 わからない 264

無回答 38

全体 1,282

44.4 

32.1 

20.6 

3.0 

0 10 20 30 40 50
（%）

回答数

1 人とのつながりが大切だと感じるようになった 267

2 大人数で学ぶことに不安を感じるようになった 201

3
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄを利用して情報を収集したり、様々

な手続きを行いたいと思うようになった
170

4
外出せずに自宅で学習したいと思うようになっ

た
142

5
インターネットを利用してオンライン学習をした

いと思うようになった
134

6
新しく何かを学びたい、挑戦したいと思うように

なった
130

7
仕事に関連した資格の取得やスキルアップの

必要性を感じた
96

8 学ぶことへの意欲がなくなった 38

9 その他 23

無回答 13

回答総数 1,214

該当者（意識の変化があった方） 569

46.9 

35.3 

29.9 

25.0 

23.6 

22.8 

16.9 

6.7 

4.0 

2.3 

0 10 20 30 40 50
（%）



15 

【4】今後、オンライン学習をしたい方のうち 

オンライン学習をしたい理由は何ですか。（〇はいくつでも） 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

※その他：たくさんのことが学べる、移動しなくて良い、調べるのが便利、時代の流れ、特段決めていない など 

 
〇オンライン学習をしたい理由（複数回答）は、「いつでも自分の好きな時間に学習できる」が

8 割を超えおり、次いで「自宅で学習できる」が約 7 割となっています。 

 

【5】今後、オンライン学習をしたいが、できない方のうち、 
オンライン学習をしたいができない理由は何ですか。（〇はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 
※その他：時間がない、インターネット上のトラブルが不安、技術の取得等が面倒、子育て中、病気、場所がない、 

集まって学習がしたい など 

  

〇オンライン学習をしたいができない理由（複数回答）は、「パソコンやスマートフォン等の機
器を持っているが、使い方がわからない」が 46％となっています。 

 

【6】今後、オンライン学習をしたくない方のうち 
オンライン学習をしたくない理由は何ですか。（〇はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※その他：時間に余裕がない、目が疲れる、高齢のため、対面で学びたい、機器の使い方がわからない、続かないと 

思うから、学習環境づくりが難しい など 

 

〇オンライン学習をしたくない理由（複数回答）は、「必要性を感じない」が約 4 割、次いで
「インターネット上のトラブルが不安」「コミュニケーションがとりにくい」となっています。 

 

回答数

1
パソコンやスマートフォン等の機器を持っている

が、使い方がわからない
103

2 費用がかかる・高い 76

3
パソコンやスマートフォン等の機器を持っていな

い
68

4 Wi-Fi等のインターネット環境が整っていない 57

5 その他 33

無回答 1

回答総数 338

該当者（オンライン学習できない方） 224

46.0 

33.9 

30.4 

25.4 

14.7 

0.4 

0 10 20 30 40 50
（%）

回答数

1 必要性を感じない 160

2
インターネット上のトラブル（個人情報の流出

や詐欺など）が不安
108

3 コミュニケーションがとりにくい 94

4 オンライン学習の技術の取得が面倒である 77

5 みんなで集まって学習したい 77

6
パソコンやスマートフォン等の機器を使いたくな

い
73

7 費用がかかる・高い 58

8
Wi-Fi等のインターネット環境を整備したいと

思わない
23

9 その他 40

無回答 18

回答総数 728

該当者（オンライン学習したくない方） 404

39.6 

26.7 

23.3 

19.1 

19.1 

18.1 

14.4 

5.7 

9.9 

4.5 

0 10 20 30 40 50
（%）

回答数

1 いつでも自分の好きな時間に学習できる 427

2 自宅で学習できる 363

3 受講料が安価（または無料） 151

4 人と会わずに学習できる 118

5 外出先など好きな場所で学習できる 82

6 学校や仕事上、オンラインでの学習が必要 58

7 その他 13

無回答 0

回答総数 1,212

該当者（オンライン学習したい方） 525

81.3 

69.1 

28.8 

22.5 

15.6 

11.0 

2.5 

0.0 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
（%）
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【7】生涯学習をもっと盛んにしていくために、市の施策として特にどのようなことに力を 

入れるべきと思いますか。（〇は 3 つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※その他：生涯学習のことをもっと知ってもらうこと、金銭的な補助・サポート、オンライン講座等の充実、 

したい人がすれば良い、時間帯の工夫 など 

 
〇市の施策として特に力を入れるべき内容（複数回答）の回答結果から、市民の学習ニーズ 

が多様化していることがわかります。 

「場所を選ばず受講できるオンライン講座」、「オンラインでの学習や行政手続が利用でき

るよう、パソコンやスマートフォン等の使い方の学習支援」、「生涯学習関連施設（博物

館・図書館・公民館・文化会館等）の充実」の割合が比較的高くなっています。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答数

1 場所を選ばず受講できるオンライン講座 307

2
オンラインでの学習や行政手続が利用できるよう、

パソコンやスマートフォン等の使い方の学習支援
295

3
生涯学習関連施設（博物館・図書館・公民

館・文化会館等）の充実
278

4
学校など地域の身近な施設での学習や交流

の機会の提供
210

5 大学､NPO､民間事業者等と連携した事業 180

6 市民の生涯学習をサポートできる人材の育成 171

7
乳幼児を持つ親や障害者、外国人などすべて

の人が参加しやすい学習機会の提供
168

8
社会人の学び直しなどのリカレント教育への支

援
142

9
学習成果を地域や社会での活動に活かせる

仕組みづくり
127

10
講座やグループ、講師などの学習情報の提供

や学習相談
116

11 学習グループ等への講師や指導者の派遣 74

12 学んだ知識や技術を発表できる機会の提供 40

13 その他 39

14 わからない 199

無回答 104

回答総数 2,450

全体 1,282

23.9 

23.0 

21.7 

16.4 

14.0 

13.3 

13.1 

11.1 

9.9 

9.0 

5.8 

3.1 

3.0 

15.5 

8.1 

0 10 20 30 40 50
（%）

その他の質問事項、年齢別、自由意見等は、 

堺市ホームページ「堺市生涯学習市民意識調査 報告書」 

をご覧ください。 

 

 

  

 

    

堺市生涯学習市民意識調査報告書   

（令和 3（2021）年 1 月実施）    
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５ 本市の生涯学習の課題                            
 

生涯学習を取り巻く社会状況の変化、国の動き、市民意識調査の結果等を踏まえ、本市に

おける生涯学習の課題として、主に次のようなものが考えられます。 

 
（1）生涯学習の内容・機会の充実 

◆人生 100 年時代と言われる時代においては、「教育－仕事－引退」という、伝統的な

3 ステージの人生モデルからマルチステージのモデルへと変わっていきます。 

このような時代においては、それぞれのライフステージにおいて、必要な時に必要な 

学びを通じて成長することが求められており、いくつになっても、学び直し・スキル 

アップできる学習支援が必要です。市民意識調査でも、この 1 年間に行なった生涯学 

習の内容として「仕事上の知識・技術・資格の取得に関すること」と回答した人の割

合が、前回調査時（平成 28（2016）年）より 10％近く増加しています。今後、職場

や職種の転換を経験する機会も増える可能性が高まるため、必要な資質・能力等を更

新できる学びの場が重要となります。 

◆SDGs（持続可能な開発目標）において、誰一人として取り残さずに、持続可能な世

界を実現することが掲げられています。昨今の地球規模での環境変化や大規模自然災

害などに対応するため、必要な知識を得たり、課題を解決する力を身に付ける機会の

充実は命を守ることに結びつきます。また、様々な理由で困難を抱える人たちを含め、

すべての人々に知識や技能を習得する機会を充実させることが重要となってきます。 

 
（2）生涯学習環境の整備 

◆急速な社会の ICT 化に加え、新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け、オンライ

ン学習の必要性が高まるなど市民の学習環境や意識にも変化が生じています。 

市民意識調査でも、4 割以上の人が「オンライン学習をしたい」と回答しており、IC 

T など新しい技術を活用して学びの可能性を広げることにより、より多くの人々が新

たな学びの機会を得ることができます。 
◆ICT を活用した学習機会の提供とあわせて、デジタル・ディバイドの解消に向けた取 

組が求められています。新しい技術の活用について、ICT を活用できる人とできない

人の格差が生じないように学習機会を充実することが必要です。また、これらを安全

に安心して利用するためには、ICT や AI 等に関するリテラシー（知識・能力）を高 

めることが必要です。 

  ◆市民意識調査において、生涯学習を行っていない理由として約 25％の人が「必要な 

情報（内容、費用、場所等）が不足している」と回答しており、学習情報の充実と効 

果的な発信が求められています。また、市民の学習ニーズは多様化しており、大学や

企業等と連携した事業の実施や学習情報の発信が必要です。 

  ◆本市の財政状態が極めて厳しい中において、公民館などの生涯学習施設について、現 

状の規模で大規模改修や建て替えを進めていくことは困難であり、より効率的・効果

的な施設運営を行う必要があります。 

 
（3）学習成果を生かせる機会の充実 

◆生涯学習は、自分自身のための学習だけでなく、学んだ成果を地域社会に生かすこと

にも意義があります。幅広い世代の人々が交流し、共に学び合うことで新たなアイデ

アが生まれたり、課題解決に結びつくことが期待でき、地域社会の活性化や社会的課

題の解決につながります。また、様々な分野の学びを地域で広げることができるキー

パーソンの存在が活気ある都市の実現のために必要であり、そのための人材の育成が

求められます。 
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第４章 堺市における生涯学習のこれから                 

 

1 将来像                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大きく変化し続ける社会の中で、「人生 100 年時代」を市民それぞれが、心豊か

に生きがいを持って暮らしていくためには、自ら考え、『積極的・能動的（アクテ

ィブ）』に学ぶことが重要です。 

   市民が自主的・自発的に、自分に適した方法や手段で学び挑戦し続けることは、

よりよい人生を設計することにもつながります。 

   また、学んだ成果を生かすことで人はより一層輝くことができます。学んだ成果

を生かし活躍する市民が、生き生きと暮らす…そんな活力ある都市・堺の実現をめ

ざします。 

 

 

２ 基本方針と取組の方向性                             

将来像の実現に向け、次の 3 つの基本方針に基づいて生涯学習を推進します。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

未来を創る 

アクティブラーニング都市・堺  
～すべての人が生涯を通じて自らの人生を設計し、学び続け、 

学んだ成果を生かして活躍できる社会の実現～ 

基本方針 3 

学びの成果を地域で生かせる仕組みの構築 

基本方針 2  

誰一人取り残さない学びの支援 

基本方針 1 

  人生 100 年時代を見据えた学びの支援 



19 

 

 

 

 

すべての市民が生涯を通じて自らの人生を設計し、活躍することができるよう、 

人生 100 年時代に対応した学びを支援します。 

 

取組の方向性 1：時代の変化に対応できる学びを支援します 

 

◆ライフステージを生き抜く力を育む学習の推進 

社会情勢の変化や様々な課題に対応し、自分らしく心豊かに生き抜くことができるよう、 

ライフステージに応じた学習機会を提供します。 

 

◆学び直し（リカレント）教育の支援 

社会に出てからも時代の変化や新たな職務の必要性に応じて学び直すことの重要性が高ま 

っています。すべての人が生涯のいつでも必要な時に学び、何度でも新たなチャレンジが 

できるよう、大学、企業、NPO 法人などと連携し、様々なニーズに対応した学習機会の充

実を図ります。 

 

◆家計管理・生活設計のための学び 

変化の激しい時代において、「お金」に関する正しい知識や判断力を身に付け、主体的に 

お金と付き合うことは、より自立的で安心かつ豊かな生活の実現につながります。 

生涯にわたって安全・安心な家計を管理し、生活設計を身に付けることができるよう、ま 

た金融トラブルに遭わないための学習の機会を提供します。 

 

 

取組の方向性 2：命や健康を守ることにつながる学びを支援します 

 

◆防災や環境についての学び 

 防災について学ぶことは、大規模な自然災害から命を守ることにつながります。 

 地震や台風などへの対応のほか、消火や応急手当の方法、自然災害に影響している環境問 

題などについて、出前講座等を活用し地域全体で学びを広げます。 

 

◆健康増進についての学び 

 生涯にわたって学習やスポーツなどの活動を続けることは、健康寿命の延伸や介護予防に 

つながります。また、健康増進や感染症対策等の心身の健康に関する正しい知識について、

市民がわかりやすく学べる機会を提供します。 

 

 

 

基本方針 1 

  人生 100 年時代を見据えた学びの支援 
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多様な主体と学びのネットワークを構築し、すべての市民が自身の希望に応じて 

学ぶことができるよう学習機会の充実を図ります。 

 

取組の方向性 1：ICT を活用した学習を拡充します 

 

◆ICT 活用とデジタル・ディバイドの解消 

社会のデジタル化が加速している中、市民のオンライン学習へのニーズが高まっています。

オンラインによる学習や動画配信を活用することで、時間や場所を選ばず学習できるなど 

学びの可能性が広がることから、ICT を活用した学習機会を拡充します。 

あわせて、インターネット機器を使えない市民への配慮や情報格差（デジタル・ディバイ 

ド）の解消に取り組みます。 

 

◆ネットリテラシーに関する学習機会の充実 

インターネットは便利な反面、ウイルスや誤情報、肖像権・著作権の侵害、相手を傷つけ 

る書き込みや個人情報の流出などの問題も起こっています。ICT の利活用と合わせて、正 

しい使い方や判断力を養うため、ネットリテラシーに関する学習機会の充実を図ります。 

 

 

取組の方向性 2：学びの機会を拡充し情報をわかりやすく伝えます 

 

◆大学や企業等と連携した学習機会の拡充と情報発信 

多様化する市民の学びに対応するため、行政だけでなく大学、企業、NPO 法人、ボランテ 

ィア団体など多様な主体と連携・協働し、互いの強みを生かした学習機会の拡充と学習情 

報の発信を行います。 

 

◆学習情報の効果的な発信 

講座等の学習情報について、必要な時に必要な情報が入手できるようホームページや SNS

等のインターネットの活用や、広報紙・情報誌等の媒体を用いて効果的な発信を進めます。 

 

 

 

  

基本方針 2  

誰一人取り残さない学びの支援 
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取組の方向性 3：ダイバーシティ社会実現に向けての学びを推進します 

 

◆多様性を認め合える学び 

自分自身と異なる状況の人への関心や理解を深め、多様性（ダイバーシティ）を認め合え 

るための学習機会を提供することで、差別や偏見を生まない、人権が尊重された優しさが 

広がる社会をめざします。 

 

◆共生社会に向けた取組 

 年齢や性別、国籍や障害の有無、生まれ育った環境などで孤立したり、排除されることな

く、すべての人が自身の希望に応じて学習できるよう、学習機会の提供や提供時の配慮を 

行います。 

 

◆学びを通じた女性の社会参画の推進 

様々な社会的課題に対応するためには、固定化された性別の役割にとらわれず、お互いを 

尊重し合いながら、すべての分野において対等に参画できる男女共同参画社会の実現が必 

要です。出産や育児で仕事を離れていた女性の復職・再就職や、地域活動などにおいて、 

学びを通じて女性が社会参画しやすい学習環境の整備を進めます。 

 

 

取組の方向性 4：学習施設の有効活用等に取り組みます 

 

◆学習施設の有効活用 

 ICT の活用によるオンラインでの学習が増加する一方で、対面での学びや幅広い世代の人 

々が集い、学べる場は引き続き必要です。大学や企業、民間教育事業者など、行政以外の 

地域資源の活用を含め、地域全体で学習施設の有効活用をめざします。 

 

◆生涯学習施設のあり方の検討 

 公民館をはじめとした生涯学習施設のあり方については、各施設の状況に応じて「堺市公

共施設等総合管理計画」やその他の方針に基づき検討を行います。検討にあたっては、対

象者や目的、利用実態や老朽化の状況等を考慮し、将来を見据えた効率的・効果的な運営

をめざします。 
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学びによって個人の知識や技能を高めるだけでなく、学んだ成果を地域で生かすこ

とができる場を創出し、地域の活性化につながる人材育成と交流が生まれる仕組み

を構築します。 

 

取組の方向性 1：学びの成果を地域に広げます 

 

◆学びの成果を生かせる機会の充実と人材の育成 

ボランティア活動や学習したことの発表など、学びの成果を生かせる機会を充実します。 

また学習リーダーや指導者の養成など、学びの力で地域を支える人材を育成します。 

 

◆子どもたちへの学習成果の還元 

 子どもたちの学びには、学校の先生だけではなく、地域の大人など様々な人との関わりが 

求められています。歴史・文化・伝統の継承やものづくり、自然体験など、大人たちの学 

びの成果を地域や学校などを通じて、未来を担う子どもたちに還元する機会をつくります。 

  

 

取組の方向性 2：学びを通じた交流を促進します 

 

◆人と人とをつなぐ交流機会の促進 

様々な人が共に学び、互いに教え合うなど、学習を通じて交流できる機会を促進します。 

他者と学び合うことでお互いの良いところを生かし合い、共に地域を創っていくという意 

識を醸成し、地域の活性化につながるよう取組を進めます。 

また、オンラインを活用すれば、対面でのコミュニケーションを通じたつながりだけでな 

く、これまで参加できなかった人の参加も期待でき、さらなる交流促進につながります。 

 

◆多様な主体との交流機会の創出 

市内では、子育て支援や高齢者・障害者への支援など、多くの NPO 法人やボランティア 

団体が様々な分野で活躍しています。多様な主体がつながりを持つことで、新たなアイデ 

アが生まれたり、課題解決に結びつくことから、NPO 法人やボランティア団体、大学や 

企業など団体同士が交流できる機会をつくります。 

 

 

  

基本方針 3 

学びの成果を地域で生かせる仕組みの構築 
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取組の方向性 3：社会的課題の解決につなげます 

 

◆地域社会の活性化、都市魅力の向上 

生涯学習による学びが周りに広がることによって、市民の社会参画が進み、地域社会の活 

性化につながります。また茶の湯や和菓子づくりなどの体験を通じて、地域への愛着や誇 

りの醸成、さらに堺の特色を生かした都市魅力の向上へつなげます。 

 

◆様々な課題の解決に向けた取組 

生涯学習の推進により、学びの活動に様々な人が参加し、活動の場を広げていくことで、 

すべての人が地域や社会の課題を共有し、解決策を見つけるためのきっかけになります。 

また生涯学習を通じて、災害などの緊急事態を乗り越える力や、SDGs の目標達成など、 

社会的課題の解決に向けた取組を推進し、より良い未来へとつなげます。 
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参考資料 

 

■策定経過 

1 堺市生涯学習支援計画懇話会 

堺市生涯学習基本方針を策定するにあたり、広く意見を聴取するため、有識者からご意見 

をいただきました。 

 

（1）堺市生涯学習支援計画懇話会委員名簿 

（50 音順・敬称略） 

 

（2）開催経過 

 

  

 氏 名 役 職  等 

 河村 文男 堺市生涯学習交流サロン 委員長 

 草野 麻里 NPO 法人コドモノエガオ 理事 

座 長 杉本 厚夫 関西大学 名誉教授 

副座長 西田 正宏 大阪府立大学 副学長（教育担当） 

 山口 和代 ソフトバンク株式会社 人事総務統括 CSR 本部 参与 

 山本 章代 大阪いずみ市民生活協同組合 機関運営部 部長 

回 開催年月日 議 題 

第 1 回 
令和 2 年 

10 月 14 日 

1 座長・副座長の選出 

2 懇話会の概要について 

3 計画策定のスケジュール 

4 堺市生涯学習支援計画の振り返りについて 

5（仮称）次期堺市生涯学習支援計画策定にあたって 

6 堺市生涯学習に関する市民意識調査（案）について 

第 2 回 
令和 3 年 

6 月 23 日 

1 座長・副座長の選出 

2（仮称）堺市生涯学習ビジョン策定スケジュール 

3 堺市生涯学習に関する市民意識調査結果について 

4（仮称）堺市生涯学習ビジョン骨子（案）について 

第 3 回 
令和 3 年 

11 月 2 日 

堺市生涯学習基本方針（素案）について 

（新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、書面会議にて実施） 

第 4 回 
令和 4 年 

2 月  日 

1 パブリックコメントの実施結果について 

2 堺市生涯学習基本方針（案）について 

（新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、書面会議にて実施） 
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2 パブリックコメント 

 

（1）実施目的 

   堺市生涯学習基本方針（案）について、堺市パブリックコメント制度要綱の規定に基づ 

き、市民の皆様からのご意見を募集しました。 

 

（2）意見募集期間 

   令和 3 年 12 月 15 日～令和 4 年 1 月 14 日 

 

（3）意見提出人数 

   4 人 

 

（4）意見項目数 

   10 件 
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■用語説明 

 語 句 ページ 説 明 

ア IoT 6 Internet
インターネット

 of
オブ

 Things
シ ン グ ス

の略。様々なモノがインターネッ

トでつながり、離れたところにあるモノの状態を把握

して操作したり、サービスを利用したりできること。 

ICT 6,8,17 

20,21 

Information
インフォーメーション

 and
アンド

 Communication
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

 Technology
テ ク ノ ロ ジ ー

の略で、

情報通信技術のこと。 

アクティブラーニング 18 学校教育において、学習指導要領で示されている「主体

的・対話的で深い学び」と同義のものとして広く浸透し

ているもの。堺市生涯学習基本方針では、市民自らが

「積極的・能動的」に学ぶという意味で用いている。 

エ AI（人工知能） 6,17 Artificial
アーティフィシャル

 Intelligence
イ ン テ リ ジ ェ ン ス

の略。人間が持っている認

識や推論などの能力をコンピュータでも可能にするた

めの技術の総称。 

SDGs（エスディジーズ） 1,5,17 

23 

Sustainable
サ ス テ ィ ナ ブ ル

 Development
デ ィ ベ ロ プ メ ン ト

 Goals
ゴールズ

の略。2015 年に国連で

開催された「持続可能な開発サミット」で採択した持続

可能な開発のための 2030アジェンダに盛り込まれた持

続可能な開発目標のこと。17 のゴールと 169 のターゲ

ットで構成。 

SDGs 未来都市 1,3,5 SDGs の達成に向けて、優れた取組にチャレンジしてい

る都市として、国に選定された自治体。 

SNS 20 Social
ソーシャル

 Networking
ネットワーキング

 Servic
サ ー ビ ス

e の略。通信やネットワーク

を通じてつながりの場を提供するサービス。 

NPO 3,8,12 

16,19 

20,22 

Non
ノ ン

-Profit
プロフィット

 Organization
オ ー ガ ニ ゼ ー シ ョ ン

の略称で、様々な社会貢献活

動を行い、団体の構成員に対し、収益を分配することを

目的としない団体の総称。このうち、特定非営利活動促

進法に基づき法人格を取得した法人を、「特定非営利活

動法人(NPO 法人)」という。 

ケ 健康寿命 6,19 健康上の問題で日常生活が制限されることなく生活で

きる期間のこと。平均寿命（死亡するまでの期間）と健

康寿命の差が、健康上の問題で日常生活が制限され、介

護等が必要となる期間になる。 

コ コミュニティ・スクール 8 学校と保護者や地域の人々がともに知恵を出し合い、

学校運営に意見を反映させることで、一緒に協働しな

がら子どもたちの豊かな成長を支え、地域とともにあ

る学校づくりを進める仕組み。 

サ 

 

 

 

堺市公共施設等総合管

理計画 

 

6,21 本市公共施設等の更新費用の見通しや財政負担の平準

化に向けた考え方を整理し、維持・管理に関する基本的

な考え方を示すなど、公共施設等の総合的かつ計画的

な管理を推進するための計画。 
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 語 句 ページ 説 明 

シ 社会的包摂 8 全ての人々を孤独や孤立、排除や摩擦から援護し、健康

で文化的な生活の実現につなげるよう、社会の構成員

として包み支え合うという理念。 

人生 100 年時代 1,6,7 

8,17 

18,19 

人生が 100 歳まで続くことが当たり前となる時代を想

定した考え。100 年という長い期間をより充実したもの

にするためには、幼児教育から小中高等学校教育、大学

教育、更には社会人の学び直しに至るまで、生涯にわた

る学習が重要とされている。 

ソ Society
ソ サ エ テ ィ

5.0（超スマート

社会） 

1,6 

8,9 

狩猟社会（Society1.0）、農耕社会（Society2.0）、工業

社会（Society3.0）、情報社会（Society4.0）の次に到

来する社会であり、サイバー空間（仮想空間）とフィジ

カル空間（現実空間）を高度に融合することで、経済発

展と社会的課題の解決を可能とする人間中心の社会の

こと。 

タ ダイバーシティ社会 21 ダイバーシティは「多様性」の意味。ダイバーシティ社

会とは、年齢・性別・国籍・障害の有無などに関わらず、

個々の多様性が尊重され、自分らしく活躍できる社会。 

チ 地域学校協働活動 8 地域と学校が連携・協働して、地域全体で未来を担う子

どもたちの成長を支えていく、それぞれの活動を合わ

せた総称。活動の具体としては、読み聞かせ、登下校見

守り、学習支援、学校行事、地域活動等、幅広い地域住

民等の参画によって行われる様々な活動を指し、それ

ぞれの地域や学校の実情や特色に応じて行う多様な活

動のこと。 

超高齢社会 6 一般的に、総人口に占める 65 歳以上の人口割合が 7％

を超えた状況を高齢化社会、14％を超えた状況を高齢

社会、21％を超えた状況を超高齢社会と呼んでいる。 

テ デジタル・ディバイド 6,8,9 

17,20 

インターネットやパソコンなどの情報通信技術を利用

できる層と利用できない層との間に生じる情報格差。                       

ネ ネットリテラシー 20 インターネットリテラシーを短縮した言葉であり、イ

ンターネットの情報や事象を正しく理解し、それを適

切に判断、運用できる能力を意味する。 

ヒ ビッグデータ 6 ICT（情報通信技術）の進展により生成・収集・蓄積等

が可能・容易になる多種多量のデータのこと。ソーシャ

ルメディア内のテキスト（文字）データ、携帯電話やス

マートフォンに組み込まれた GPS から発生する位置情

報、様々なセンサーが感知した事象・現象に基づくデー

タなど、ボリュームが膨大であるデータ群。 
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 語 句 ページ 説 明 

マ マルチステージ 6,8 

9,17 

従来、一般的に人生は 0歳～20 歳前後までは「教育」、 

20 歳前後〜60 歳前後までは「仕事」、その後は「引退」

というように 3 つのステージで捉えられてきた。 

長寿命化が進み人生 100 年時代が到来すると、20 歳前

後で社会に出てからは、会社勤め、フリーランス、学び

直し、副業・兼業、起業、ボランティアなど、さまざま

なステージを並行・移行しながら生涯現役であり続け

るというモデル。 

ラ ライフステージ 4,17 

19 

人の一生における生活段階のこと。個人では、幼年期、

児童期、青年期、壮年期、老年期などに分けられる。 

リ リカレント教育 8,12 

19 

リカレント（recurrent）は「繰り返す」「循環する」と

いう意味。リカレント教育は、一般的に学校教育から離

れて社会に出た後も、職業上必要な知識・技術の習得や

日常生活における教養を高めるため繰り返し学習する

こと。「学び直し」とも呼ばれる。 

 

 



 

 

  



 

 

 

 

 

堺市生涯学習基本方針 
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